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【橋梁デザインというデザインの原点】 
風景デザイン研究会の第18回デ

ザインサロンで、ヨーロッパにお

ける洗練された橋梁デザインコン

ペの現状を聞く。依頼者の設計要

件がきわめて明確になっているこ

とや、その評価のあり方の重み付

けが明確に支援されている等、提

案者にとっては、テーマを絞りや

すいことが紹介される。 
日本の橋梁デザインを始めとし

た国の発注は、現在ほとんどがプ

ロポーザル方式である。コンペと

異なり、あくまで手法や考え方を

明示する技術提案であり、加えて、

これまでの実績を重視するスタイ

ルである。確かに、このやり方の

メリットはある。提案者にとって

も、大きな負担にはならず（コン

ペに比べれば 1 割以下の負担です

むのだろう）、金銭的なだけでなく、

時間的にも拘束されることが極め

て限られたものとなる。また、発

注者にとっても提案書の審査時間

は同様にわずかなもので済む。し

かし、両者が、この少しぬるま湯

的な発注形態のみをよしとするの

であれば、恐らくデザインを含め

た技術的なレベルは、欧州に、あ

っという間に追い越されてしまう

だろう。これまで長大橋等の技術

はすばらしいものがあったかもし

れないが、今回のメイ氏の手がけ

た多くの歩道橋のデザインをみる

と、そのデザイン性もそうだし、

素材の使い方も、あるいは３D に

よる設計手法も国内の技術者にま

ねできそうな気がしない、完全に

負けているような気がする。 
橋梁などの単体構造物の設計は、

基本的にコンペ方式にすることで、

そのデザイン性を、提案する設計

者も、また受け入れる発注者も、

大いに目が肥え、レベルアップが

図れそうだが。ただ、自由な設計

を可能にするためには、がんじが

らめの標準仕様書等の改定や、設

計者のリスクに対する考え方を変

えなければいけないだろが。ただ、

今のプロポによる選定方式が続く

限り、環境や地域性、経済性を兼

ね備えた意味でのデザイン性を考

慮した橋梁技術者は、出てこない

のではない。確かに、大型構造物

の需要はない。しかし、歩道橋ひ

とつとっても、いろいろなデザイ

ンが可能であり、そのような取り

組みが、街を活気付け、技術者が

喜びを取り戻すことができる。個

人の作品を押し付けるようなデザ

インではだめだが、それさえも洗

練されてくる機会があればクリア

できる。 
ということで、今回紹介するの

は、ご存知の原研哉の「デザイン

のデザイン」である。バイブルの

ような本ではないだろうか。とり

あえずは、この本の最初のほうに

書いてあるデザインとは、「ブラン

ド」としてデザインするものと、

「モデルチェンジ」することが前

提のデザインがあるという。どち

らも、商業戦略として、ブランド

力を高めた恒久的なデザインを生

み出しかせぐか、モデルチェンジ

という人間の新し物好きの本能を

刺激して稼ぐかということである

が、向き合う姿勢が異なることが

示されている。 
1990年代のシビックデザインは、

ｵｰｿﾄﾞｷｼｰ（正統性）のデザインが

公共デザインであると主張してい

たが、これは、飽きさせないこと

を狙うという意味では、「ブランド

化」と共通のスタンスのような気

がする。ただし、「ブランド化」に

は、そこに高級感や、それにとも

なうステイタス（身分）のような

差別意識がくっついてくる。ただ、

一方で、キャラクターものは、こ

の大衆化されたブランドのような

もので、そこには庶民感覚やある

いは幼児感覚がついてくる。 
日本の公共デザインは、これま

での数々の失敗を経験し、このキ

ャラクターもの的デザイン、大衆

受けするデザインというものから

は脱したと思うが、次のステップ

に上がりきらない。建築の世界で

できていることが、建設の世界で

はなかなかできない。多くの大学

では、公共施設のデザインを専門

に教えている研究室がいくつもあ

るのに、そこの卒業生が活躍する

場がない。 
最初の話の戻るが、やはり、日

本の設計者も発注者も、もはや技

術を向上させることや、ものづく

りの楽しみを忘れてしまったのか、

あるいは今が楽だから、忘れたふ

りをしているのか。 
がんばろう、日本の設計者の諸

君、つまり私たちのこと！【続く】 
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風景デザインレター from 九州(第 32号) 
先週、ベルギーの橋梁デザイナーであるローラン・ネイ氏の講演を聞いて、

改めて、公共施設のデザインのあり方についての日本での限界を少し感じる
ようになりました。興味のある方は、「風景デザイン研究会」の HPでご覧く
ださい（まだ、今回のデザインサロンの報告はアップされていませんが。 

ネイ氏の講演を聞き、原研哉「デザインのデザイン」を思い出しながら 

 


